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市
は
２
０
０
４
年
に
「
町
田
市

住
み
よ
い
街
づ
く
り
条
例
」
を
施

行
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
市

民
、
事
業
者
、
市
の
協
働
に
よ

り
、
地
域
や
地
区
の
個
性
を
生
か

し
た
街
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く

仕
組
み
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
に
基
づ
き
活
動
し
て

い
る
、
「
小
山
田
桜
台
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
が
、
街
の
あ
り
方
な

ど
を
ま
と
め
、
地
区
の
皆
さ
ん
の

合
意
を
得
て
、
市
へ
提
案
し
ま
し

た
。
そ
の
後
「
町
田
市
街
づ
く
り

審
査
会
」
の
同
意
、
関
係
機
関
と

の
調
整
を
経
て
、
「
地
区
街
づ
く

り
プ
ラ
ン
（
方
針
）
〜
公
園
団
地

の
形
成
に
向
け
て
〜
」
の
原
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

原
案
で
は
、
地
区
街
づ
く
り
の

目
標
を
『
公
園
団
地
の
形
成
』
に

お
き
「
地
区
街
づ
く
り
プ
ラ
ン

（
方
針
）
策
定
後
も
、
緑
豊
か
な

『
公
園
団
地
』
と
し
て
、
現
在
あ

る
良
好
な
住
環
境
に
配
慮
（
保

全
）
し
た
街
づ
く
り
を
進
め
、
ま

た
地
域
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
多
様
で
活
力
あ
る
街
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
く
」
と
し
て
い
ま

す
。

　

地
区
街
づ
く
り
の
方
針
等
に
つ

い
て
は
、
そ
の
一
部
を
左
下
図
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
小
山
田
桜
台
団
地
地
区
街
づ
く

り
プ
ラ
ン
（
方
針
）
を
ご
覧
下
さ

い
】

　

こ
の
原
案
を
ご
覧
（
縦
覧
）
い

た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
縦
覧
期
間
中
、
地
区
住

民
、
利
害
関
係
人
及
び
小
山
田
桜

台
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
意
見

書
（
様
式
有
り
）
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
２
月　

日
（
金
）
〜　

１３

２６

日
（
木
）
、
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）

縦
覧
時
間
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時

縦
覧
場
所
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
（
市
役
所

中
町
第
三
庁
舎
２

階
）

意
見
書
の
提
出
２
月

　

日
ま
で
（
必
着
）

２６に
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
〒　

－

０
０

１９４

２
１
、
中
町
１－

４

－

２
）
へ
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
11
７
０
９
・
０
６

４
２

検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
有
識
者
委
員
会

の
検
討
結
果
を
参
考
に
し

な
が
ら
施
工
者
選
定
手
法

や
建
設
工
事
の
発
注
方
法

を
決
定
し
、
２
０
１
２
年

の
完
成
に
向
け
て
、
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
の
本
庁
舎
は
、
１

９
７
０
年
（
人
口
約　

万
１８

　

市
で
は
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
意
見
を
採
り
入
れ
な
が
ら
完

成
さ
せ
た
基
本
設
計
を
も
と
に
、

現
在
、
実
施
設
計
の
詰
め
の
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
工
事
着
工
に
向
け

て
、
有
識
者
に
よ
る
委
員
会
を
設

置
し
、
施
工
者
の
選
定
手
法
や
、

建
設
工
事
の
発
注
方
法
に
関
し
て

人
）
に
開
庁
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
急
激
な
人
口
増
（
現
在
約　

万
４２

人
）
に
伴
い
狭
あ
い
化
が
進
み
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た

め
、
分
庁
舎
を
借
上
げ
て
機
能
を

分
散
配
置
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
一
か
所
で
用
事
を
済

ま
す
こ
と
が
で
き
ず
、
多
額
の
賃

借
料
等
が
か
か
る
な
ど
の
問
題
を

抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
現

庁
舎
の
地
震
に
対
す
る
危
険
性
と

と
も
に
、
防
災
・
災
害
復
興
拠
点

機
能
不
足
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
本
庁
舎
機

能
の
統
合
に
よ
る
経
費
の
節
減
、

防
災
・
災
害
復
興
拠
点
の
整
備
等

を
目
的
と
し
て
、
本
庁
舎
の
移
転

新
築
の
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
庁
舎
計
画
の
こ
れ
ま

で
の
経
過
は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
「
市
政
情
報
」
↓
「
新
庁

舎
計
画
」
）
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
新
庁
舎
建
設
課
11
７
０
９
・
０

５
９
３

　

福
祉
先
進
国
と
い
わ
れ
て
い
る

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
デ
ン
マ
ー
ク
で

は
、
在
宅
ケ
ア
か
ら
街
づ
く
り
ま

で
あ
ら
ゆ
る
福
祉
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
「
中
福
祉
中
負
担
」

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
行
わ
れ
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
、
ア
メ

リ
カ
で
行
わ
れ
て
い
る
精
神
障
が

い
者
へ
の
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
な
ど
、
異
な
る
国
の
福
祉
に

は
、
我
々
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
今
年
度
か
ら

福
祉
施
設
職
員
の
技
術
向
上
と
意

欲
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
職
員
が

福
祉
先
進
諸
外
国
で
研
修
す
る
費

用
の
補
助
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
海

外
研
修
を
受
け
た
方
に
よ
る
研
修

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
福
祉
や

海
外
研
修
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

日
２
月　

日
（
土
）
午
後
２
時
〜

２８

４
時　

分
（　

分
前
か
ら
開
場
）

３０

１５

場
健
康
福
祉
会
館

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
前
半
の
部
＝
研
修
者
代
表
６
人

に
よ
る
研
修
発
表
▽
後
半
の
部
＝

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
研

修
者　

人
全
員
と
町
田
市
長
）

１０

定
１
５
０
人
（
申
し
込
み
順
）

申
２
月　

日
午
後
１
時
〜　

日
に

１２

２２

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

に
催
し
名
・
所
属
・
氏
名
を
明
記

し
て
、
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
11
７
２
４
・
５
６
５
６
、
6
７

２
４
・
５
６
０
０
、
Ｅ
メ
ー
ル 

5
6
5
6
@
m
a
c
h
id
a
.c
a
ll

‐c
e
n

te
r.jp

）
へ
。

※
手
話
通
訳
者
ま
た
は
要
約
筆
記

者
を
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
電
話

で
お
申
し
出
下
さ
い
。

問
障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２

１
４
７
、
高
齢
者
福
祉
課
11
７
２

４
・
４
０
４
８

　

次
の
監
査
の
結
果
報
告
書
が
１

月　

日
に
監
査
委
員
か
ら
市
長
に

２６
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
２
０
０
８
年
度
財
政
援
助
団
体

等
監
査
「
指
定
管
理
者
３
団
体
の

公
の
施
設
の
管
理
に
係
る
出
納
そ

の
他
の
事
務
」

○
２
０
０
８
年
度
第
３
回
定
期
監

査
「
町
田
市
立
図
師
小
学
校
新
築

工
事
の
設
計
・
施
工
等
」

　

監
査
結
果
報
告
書
は
、
市
政
情

報
や
ま
び
こ
や
、
市
立
図
書
館
で

閲
覧
で
き
ま
す
（
頒
布
は
し
て
い

ま
せ
ん
）
。
ま
た
、
町
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
の
監
査
」
か
ら

も
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
監
査
事
務
局
11
７
２
４
・
２
５

４
７

小山田桜台団地

地区街づくりプラン（方針）の

原案がまとまりました

新
庁
舎
建
設

新
庁
舎
建
設

施
工
者
選
定
手
法
等
に
関
す
る

　

施
工
者
選
定
手
法
等
に
関
す
る

有
識
者
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

　

有
識
者
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

新庁舎建設施工者選定手法等検討委員会委員名簿（５０音順）

専門分野所　属氏　名

環境・設備・ライフサイクルアセスメント慶應義塾大学教授伊香賀俊治

建築東京工芸大学教授大野隆司

経済（財）日本経済研究所神山和美

建築施工（社）公共建築協会梧原幸八郎

都市計画首都大学東京名誉教授◎高見澤邦郎

建築芝浦工業大学名誉教授三井所清典

◎は委員長

監
査
の
結
果
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

監
査
の
結
果
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

　市では、誰でも・身近で・簡単に即実践できる取り組みであり、物を
大切にするライフスタイルの実現及びごみ減量に向けた大きな第一歩と
なりえる、レジ袋の削減を目指しています。
　そのためには、市民や事業者の方々と一緒になって取り組むことが重
要です。
　今回、その取り組みにあたって必要となる事項を協議するため、市民
団体・事業者・行政の三者による協議会を設置します。
　この協議会での検討結果を踏まえ、今後レジ袋削減の取り組みを拡大
していきます。
　傍聴を希望される方は直接会場へおいで下さい。
日２月１８日（水）午後１時～３時
場市役所森野分庁舎２階第三会議室
傍聴人数５人（先着順）

「「町田市レジ袋削減等協議会町田市レジ袋削減等協議会」」をを開催します開催します
問ごみ減量課11７９７・０５３０

海外研修報告会を
開催します

１
�
施
工
者
選
定
手
法
等
検
討

　
　

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

.

２
�
新
庁
舎
建
設
の
主

　
　

な
目
的

.

小山田桜台団地地区街づくりプラン（方針）


